
私学経営研究会（理事長・校長部会） 

 

１．研究目標   私学が目指す『共に生きる』新たな教育 

 

２．会  期   ７月２６日（水）・２７日（木）・２８日（金）の２泊３日（現地集合・解散） 

 

３．会  場   山翠楼（神奈川県奥湯河原温泉）〒 259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６７３ 

         ＴＥＬ：0465－63－1111 http://www.sansuirou.co.jp/  

 

４．募集定員   ５０名（理事長・校長・副校長等） 

 

５．参 加 費   １名につき５７，０００円 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費、懇談会費） 

 

６．日  程   ７月２６日（水）１３：００受付開始  １３：３０開会式 

７月２８日（金）１１：３０閉会式終了予定 
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※プログラムの間には小休憩を設けます。 

私立学校は社会に存在する諸問題に正対し、新しい時代の要請に応えるとともに、人間のある

べき姿を追い求めながら教育を続けてきましたが、依然として私学を取り巻く環境は厳しさを増

しています。そのような状況においても、東京の私立学校がよりよい教育環境を構築するための

一助としていただきたく、今年度は以下のようなプログラムをご用意いたしました。 

昨今、「働き方改革」という言葉を目にする機会が増えました。時間外労働や非正規雇用等をめ

ぐる労務関連の諸問題については、適切な知識を得ることでトラブルを未然に防ぐことが大切か

と存じます。今回は社会保険労務士の曽田究先生をお招きし、私学の特性を踏まえながらトラブ

ル防止のポイントについてご指導いただきます。 

社会構造の大きな変化に伴い、中高生に対する進路指導もより広い視野が必要な時代になって

きました。そこでキャリア教育研究の第一人者である児美川孝一郎先生にご講演をお願いし、現

実の日本の雇用情勢や教育政策の最新動向を踏まえ、これからの私学におけるキャリア教育のあ

り方についてお話をいただきます。 

 そして、東京私立中学高等学校協会 實吉 幹夫 副会長のコーディネートのもと、文部科学省が

進めている高大接続改革における検討・準備の各部会のメンバーとして関わってきた協会副会長

３名によるパネルディスカッションを実施します。加速する教育界の変化の中にあって、改めて

私学の存在意義を考えることで、未来を生きる子どもたちに求められる力とそれを伸ばす教育の

あり様について議論を深めます。 

今年度より理事長校長職に就かれた方にも、経験豊かな方にも、重責を担っておられる皆様に

ご満足いただける充実した内容となることと存じます。あわせて共に語り合い、和やかに親交を

深める貴重な機会ともなることと思われます。ご多忙の折とは存じますが万事お繰り合わせのう

え、ぜひご参加いただきますようご案内申し上げます。 

http://www.sansuirou.co.jp/


７．研究内容 

 

① 講演Ⅰ（26 日 15：00～17：00） 

 「労務諸問題とトラブル防止のポイント」 

講  師 曽田 究 特定社会保険労務士（社会保険労務士曽田事務所 所長）     

 

② 報告（27 日 9：00～10：00） 

 「最近の私学関連の情報提供」 

東京都生活文化局私学部 

 

③ 分 散 会（27 日 10：15～12：00）講演Ⅰを受けて 

 

グループに分かれ、労務問題を中心に各学校で抱えている課題について意見交

換をします。また講師の曽田先生が各グループを巡回し、その課題についての

具体的なアドバイスをいたします。 

 

④ 講演Ⅱ（27 日 13：00～15：00） 

 「これからの私学に求められるキャリア教育のあり方」 

講  師 児美川 孝一郎 法政大学 キャリアデザイン学部 教授 

 

⑤ 分 科 会（27 日 15：15～17：00） 

 

下記グループに分かれ、参加される方の話し合いたい事柄に合わせ、校長職経験豊

富な委員も参加し有意義な示唆を交えて運営いたします。 

 

Ａ．学校運営、危機管理、教員研修、保護者対応等、その他申込書に記載していただい

た内容のディスカッションをします。 

 

Ｂ．主権者教育、いじめ防止（対応）、ＩＣＴ教育対応、道徳教科化等、その他申込書

に記載していただいた内容のディスカッションをします。 

 

※参加申込書の分科会の欄のＡまたはＢに○印をお付けください。また、話し合いたい

事柄の希望順位（1～4）もご記入ください。その他、討議したい事項や話題がありま

したら、ぜひ記述欄にお書きくださいますようお願いいたします。 

 

⑥ パネルディスカッション（28日 9：00～11：00） 

「私学の真価 ～教育改革の動向を見据え、これからの私学教育を考える～」 

パ ネ リ ス ト 平方 邦行 東京私立中学高等学校協会 副会長 

清水 哲雄 東京私立中学高等学校協会 副会長 

長塚 篤夫 東京私立中学高等学校協会 副会長 

 

コーディネーター 實吉 幹夫 東京私立中学高等学校協会 副会長 

 

８．委   員（順不同） 

 

   委員長 髙 橋   博（聖パウロ学園） 實 吉 幹 夫（東京女子学園） 

       平   美佐子（桜     丘） 増 田 幹 子（駒 場 学 園） 

小 岩 利 夫（郁文館夢学園） 敷 島 洋 一（青 山 学 院） 

              山 本 慈 訓（世 田 谷 学 園） 


